
白山都市計画道路の変更（白山市決定） 

 

都市計画道路 3・4・14 号北安田中央線ほか３路線を次のように変更する。 

 

種
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備

考 
番 号 路 線 名 起 点 終 点 

主 な 

経過地 
延 長 

構 造
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車 線

の 数 
幅 員 

地表式の区

間における

鉄道等との

交差の構造 

幹

線

街

路 

3・4・14 
北安田 
中央線 

白山市 
北安田町 

白山市 
北安田町 

 約790m 

地表式 2 車線 16ｍ 
幹線道路と
平面交差 3
箇所  

なお、白山市北安田町地内に約4,000㎡の 
交通広場を設ける 

3・5・51 横江線 
白山市

横江町 

白山市

横江町 
 約450m 地表式 2 車線 14ｍ 

幹線街路と

平面交差 2

箇所 

 

3・5・52 
横江史跡

公園線 

白山市

横江町 

白山市

横江町 
 約590m 地表式 2 車線 14ｍ 

幹線街路と

平面交差2箇

所 

 

3・5・53 
横江福増

線 

白山市

横江町 

白山市

福増町 
 約870m 地表式 2 車線 16ｍ 

幹線街路と

平面交差 2

箇所 

 

「区域及び構造は計画図表示の通り」 

  



理由 

１ 都市計画道路 3・4・14 号北安田中央線 

 3・4・14 号北安田中央線は、白山市北安田町地内を南北に結ぶ幹線道路であり、低層住宅が立ち

並ぶ市街地を連絡し、広域道路ネットワクにアクセスする機能を有している。 

 今回、同路線終点の延長上に JR北陸本線の新駅設置が計画されていること、および新駅を核とし

た市街地形成を図るための松任北安田南部地区土地区画整理事業が施行される計画であることから、

道路ネットワクの見直しを行い、終点を新駅に接続する地点に変更する。 

 また、交通結節点機能の充実を図るため終点位置に交通広場を新規に決定する。 

 

２ 都市計画道路 3・5・51 号横江線 

 白山市横江地区は、石川県鉄工団地や横江工業団地等の立地とともに、金沢市のいなほ工業団地

が隣接している工業地帯となっている。一方で、国指定史跡東大寺領横江荘遺跡や金沢市の上荒屋

遺跡と一体の遺跡と評価されている国指定を目指す横江荘遺跡が確認されている。 

 道路網においては、白山 ICが近接していることや地区の西側には海側幹線が隣接し、また、４車

線道路である（都）横江松本線が地区の中央を横断しているなど、広域交通の利便性に優れた地区

である。 

 今回、施行予定の横江町土地区画整理事業に伴い、横江町地内から（都）横江松本線に至る市道

が廃止となる。横江地区から（都）横江松本線へのアクセス機能維持のため、現道の拡幅による対

応が必要である。また、この路線は（都）横江松本線を挟み南北に居住する横江地区住民の連絡道

路であるとともに、（都）横江松本線北部に住む生徒の通学路となっており、区画整理により大規模

街区に大型商業施設の誘致も予定される中、生徒や地区住民等、歩行者の安全確保のため、歩道を

追加・拡幅する。併せて、金沢市において本市行政界まで整備されている幹線道路網に接続し、石

川県鉄工団地の拡張に対応した道路網の構築を図ることからも新たに都市計画道路を決定するもの

である。 

 

３ 都市計画道路 3・5・52 号横江史跡公園線 

 白山市横江地区は、石川県鉄工団地や横江工業団地等の立地とともに、金沢市のいなほ工業団地

が隣接している工業地帯となっている。一方で、国指定史跡東大寺領横江荘遺跡や金沢市の上荒屋

遺跡と一体の遺跡と評価されている国指定を目指す横江荘遺跡が確認されている。 

 道路網においては、白山 ICが近接していることや地区の西側には海側幹線が隣接し、また、４車

線道路である（都）横江松本線が地区の中央を横断しているなど、広域交通の利便性に優れた地区

である。 

 今回、横江荘史跡公園への市域を超えた利用者のアクセス性の向上や石川県鉄工団地の拡張によ

る新たな工業団地形成に対応した道路網の構築を図るため、新たに都市計画道路を決定するもので

ある。 

  



 ４ 都市計画道路 3・5・53 号横江福増線 

 白山市横江地区は、石川県鉄工団地や横江工業団地等の立地とともに、金沢市のいなほ工業団地

が隣接している工業地帯となっている。一方で、国指定史跡東大寺領横江荘遺跡や金沢市の上荒屋

遺跡と一体の遺跡と評価されている国指定を目指す横江荘遺跡が確認されている。 

 道路網においては、白山 ICが近接していることや地区の西側には海側幹線が隣接し、また、４車

線道路である（都）横江松本線が地区の中央を横断しているなど、広域交通の利便性に優れた地区

である。 

 今回、広域交通の利便性を活かしたまちづくりを図るため、海側幹線と（都）横江松本線が交差

する一郭に大規模街区を設定することから、街区内の発生集中交通量を適正に処理するため、新た

に都市計画道路を決定するものである。 

 


